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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年3月17日(2011.3.17)

【公開番号】特開2006-193545(P2006-193545A)
【公開日】平成18年7月27日(2006.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2006-029
【出願番号】特願2005-3536(P2005-3536)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/24     (2006.01)
   Ｇ２１Ｋ   4/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/00    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/02    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ  11/61    ＣＰＦ　
   Ｃ２３Ｃ  14/24    　　　Ａ
   Ｇ２１Ｋ   4/00    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月28日(2011.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部に基板を備えた真空チャンバーと、前記基板に対向する開口部を有し、蒸着原料を収
容するボート、前記ボートを加熱する加熱装置を備えた蒸着装置を用い、気相堆積法によ
り前記基板上に蛍光体層を成長させる放射線像変換パネルの製造方法において、前記ボー
トは、前記ボートの加熱により発生する、前記ボート中に収容された蒸着原料の表面から
前記基板に向けて直線的に飛行する蒸着原料粒子をカットする仕切板を備えることを特徴
とする放射線像変換パネルの製造方法。
【請求項２】
前記蛍光体層は、下記一般式（１）で表されるハロゲン化アルカリを母体とする蛍光体を
含有することを特徴とする請求項１に記載の放射線像変換パネルの製造方法。
　一般式（１）
　　Ｍ１Ｘ・ａＭ２Ｘ′・ｂＭ３Ｘ″３：ｅＡ
〔式中、Ｍ１はＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓからなる群から選ばれる少なくとも一種の
アルカリ金属であり、Ｍ２はＭ１以外のＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓからなる群から選
ばれる少なくとも一種のアルカリ金属であり、Ｍ３はＹ、Ｌａ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ
、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ及びＬｕからなる群から選ば
れる少なくとも一種の三価の金属であり、Ｘ、Ｘ′及びＸ″は、各々Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ及び
Ｉからなる群から選ばれる少なくとも一種のハロゲンであり、Ａは、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｉｎ、
Ｃｓ、Ｃｅ、Ｔｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｈｏ、Ｎｄ、Ｙｂ、Ｅｒ、Ｇｄ、Ｌｕ、Ｓｍ及びＹから
なる群から選ばれる少なくとも一種の希土類元素であり、また、ａ、ｂ、ｅはそれぞれ０
≦ａ＜０．５、０≦ｂ＜０．５、０＜ｅ≦０．２の範囲の数値を表す。〕
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【請求項３】
前記ボートの加熱に抵抗加熱法を用いることを特徴とする請求項１または２に記載の放射
線像変換パネルの製造方法。
【請求項４】
内部に基板を備えた真空チャンバーと、前記基板に対向する開口部を有し、蒸着原料を収
容するボート、前記ボートを加熱する加熱装置を備えた蒸着装置において、前記ボートは
、前記ボートの加熱により発生する、前記ボート中に収容された蒸着原料の表面から前記
基板に向けて直線的に飛行する蒸着原料粒子をカットする仕切板を備えることを特徴とす
る蒸着装置。
【請求項５】
前記ボートの加熱に抵抗加熱法を用いることを特徴とする請求項４に記載の蒸着装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、支持体上に蛍光体を含有する蛍光体層を有する放射線像変換パネルの製造方
法および該放射線像変換パネルを製造する蒸着装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　従って本発明の目的は、放射線像変換パネルを蒸着で作製するときに突沸（スプラッシ
ュ）による画像欠陥がない蛍光体プレートを作製することを可能とする放射線像変換パネ
ルの製造方法および該パネルの製造装置を提供することにある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　（１）
内部に基板を備えた真空チャンバーと、前記基板に対向する開口部を有し、蒸着原料を収
容するボート、前記ボートを加熱する加熱装置を備えた蒸着装置を用い、気相堆積法によ
り前記基板上に蛍光体層を成長させる放射線像変換パネルの製造方法において、前記ボー
トは、前記ボートの加熱により発生する、前記ボート中に収容された蒸着原料の表面から
前記基板に向けて直線的に飛行する蒸着原料粒子をカットする仕切板を備えることを特徴
とする放射線像変換パネルの製造方法。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（２）
前記蛍光体層は、下記一般式（１）で表されるハロゲン化アルカリを母体とする蛍光体を
含有することを特徴とする前記（１）に記載の放射線像変換パネルの製造方法。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　一般式（１）
　　Ｍ１Ｘ・ａＭ２Ｘ′・ｂＭ３Ｘ″３：ｅＡ
〔式中、Ｍ１はＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓからなる群から選ばれる少なくとも一種の
アルカリ金属であり、Ｍ２はＭ１以外のＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓからなる群から選
ばれる少なくとも一種のアルカリ金属であり、Ｍ３はＹ、Ｌａ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ
、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ及びＬｕからなる群から選ば
れる少なくとも一種の三価の金属であり、Ｘ、Ｘ′及びＸ″は、各々Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ及び
Ｉからなる群から選ばれる少なくとも一種のハロゲンであり、Ａは、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｉｎ、
Ｃｓ、Ｃｅ、Ｔｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｈｏ、Ｎｄ、Ｙｂ、Ｅｒ、Ｇｄ、Ｌｕ、Ｓｍ及びＹから
なる群から選ばれる少なくとも一種の希土類元素であり、また、ａ、ｂ、ｅはそれぞれ０
≦ａ＜０．５、０≦ｂ＜０．５、０＜ｅ≦０．２の範囲の数値を表す。〕
　（３）
前記ボートの加熱に抵抗加熱法を用いることを特徴とする前記（１）または（２）に記載
の放射線像変換パネルの製造方法。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　（４）
内部に基板を備えた真空チャンバーと、前記基板に対向する開口部を有し、蒸着原料を収
容するボート、前記ボートを加熱する加熱装置を備えた蒸着装置において、前記ボートは
、前記ボートの加熱により発生する、前記ボート中に収容された蒸着原料の表面から前記
基板に向けて直線的に飛行する蒸着原料粒子をカットする仕切板を備えることを特徴とす
る蒸着装置。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（５）
前記ボートの加熱に抵抗加熱法を用いることを特徴とする前記（４）に記載の蒸着装置。
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